
＜続・舞 姫＞  

①はじめ に  

 

 私がこ のテーマ にした理 由は、舞 姫を読み 終えたと きに頭の 中に浮か んだのが 舞姫 の 続

きとその 結末だっ たからだ 。舞姫は 、主人公 豊太郎の いろいろ な感情が 生々と書 かれ て い

て、これ までに授 業でふれ た近代文 学とよく 似ている という印 象をうけ た。その 中で も 特

に似てい たのはこ ころだっ たと思う 。こころ では K が 自殺し、その後先 生が自殺 した 。私

は舞姫を 読み終え たときす でにここ ろとオー バーラッ プしてい たので、 K をエ リ ス（た だ

し自殺で はなく精 神病）、 先生を豊 太郎とし て日本に 帰ってか ら豊太郎 が自殺す る設 定 で

それまで の豊太郎 を豊太郎 自身の目 線で遺書 として書 いた。  

 

②続・舞 姫  

 

 もう僕が エリスと 離れてか ら十ヶ月 が経った 。  

 僕は今自 分がすべ きことは 終わった と感じて いる。周 囲 の人にと ってはひ どく勝手 な話 か

もしれな いが、僕 は自分で 自分を殺 すことに する。僕 が接して いる人た ちは、僕 が日 本 に

帰ってき てからは いたって 順調な人 生を歩ん でいると 思ってい るひとが 多いだろ うが 、 そ

うじゃな い。相沢 、君は出 世ばかり を気にし ているか ら僕がな ぜ死ぬの かなんて わか ら な

いかもし れないが 、僕が遺 書を遺せ るのは君 だけだ。 君は僕の 過去を知 っていて 、僕 の 人

生を変え た、太田 豊太郎と いう人生 にもっと も近い男 だからだ 。  

君も知っ ている通 り、僕は 日本に帰 ってから は必死に 学問に努 め、大臣 やその他 の上 官 に

誠実に応 対してき た。それ に留学で の経験も 合わせて 今ではド イツへ行 く以前よ りも 良 い

地位で働 かせても らってい る。あり がたいこ とに、そ れなりの 収入もあ る上、僕 は富 貴 な

生活に興 味がない からエリ スへ仕送 りをして いるにの かかわら ずすでに 多額の金 を貯 め る

ことがで きた。君 はこれは 全て君が 僕を日本 へ連れ帰 ったおか げだと鼻 を高くし てい る よ

うだね。  

 君はあ っちにい るときか らエリス のことを あまりよ く思って いなかっ たような ので 伝 え

ていなか ったが一 ヶ月ほど 前にエリ スの母か ら僕に手 紙が届い た。日本 に帰って きて か ら

エリスの 母からの 手紙は一 度もなか ったが、 僕はその 一度目の 手紙で喜 びと悲し みを 同 時

に味わう ことにな る。その 手紙には 僕とエリ スの子供 が無事に 生まれた ことが書 かれ て い

た。少し 小柄だが 元気な男 の子で、 瞳の色は まだエリ スが僕を 愛してい たときに 望ん で い

た僕とお なじ色ら しい。エ リスはそ の恨むべ き瞳を、 長くみせ なかった 幸せそう な笑 顔 で

見つめた 後、残念 なことに 息をひき とった。 学問や職 業におい ての僕で なく、初 めて 僕 と

いう存在 を愛し信 じてくれ た人が自 分の  

世界から 消えて、 僕は僕と いう存在 がますま すわから なくなっ た。医者 は精神的 に強 い ダ



メージが あった上 やせ細っ た身体で の出産で 身体が耐 えられな かったの だろうと いう 。 僕

はエリス を殺して しまった 僕自身、 そして君 を恨む。  

 エリス にとって 僕と出会 ったこと は間違い なく不幸 だっただ ろうけれ ど、僕に とっ て も

不幸だっ たのか、 それとも 幸せだっ たのか。 僕はエリ スと出会 って多く 悩むこと にな っ た

が、おそ らく不幸 ではなか っただろ う。不幸 だったの は僕が自 分という ものの意 思を 持 っ

ていなか ったこと 、そして それに気 づいてし まったこ とだ。  

 僕は本 当に自分 の意思を 持ってい なかった 。いろい ろなこと に左右さ れて自分 のや ろ う

とするこ とが定ま らなかっ た。しか し日本に 帰ってか らはそう じゃない 。先にも 述べ た 通

り、僕は 学問や職 で成功を 収めるこ とに努め 、それは 周りから 見ればド イツへ行 く以 前 の

僕と何も 変わらな いかもし れないが 、僕自身 は違った 。僕はこ の十ヶ月 間、エリ スを 愛 す

る気持ち と金を稼 ぐことを 信念とし た。また 違う形で エリスの ような犠 牲者が出 るか も し

れないし 、自分自 身自由に 生きる権 利などな いとわか っていた からもう 自分を探 すの は や

めた。  

 努力と 倹約のお かげで貯 まった金 は子供を 何年か育 てるには 十分な金 額だろう 。こ の 金

はすでに 何冊かの 本と、僕 がドイツ から帰る 途中、サ イゴンで 船の中に いるとき に書 い た

手記と共 に子供宛 でエリス の母に送 った。本 について は、エリ スも僕も 読書を好 んだ か ら

おそらく 子供も多 くの本を 読むだろ うと思い 送った。 ただエリ スの母に はよみた がる と き

だけ読ま せてやっ てほしい と伝えた 。無理に 何かをさ せられれ ば僕のよ うな大人 にな る か

もしれな いからだ 。手記に ついては 、子供が 大きくな ったとき 僕やエリ スのこと を知 れ る

ように、 僕からエ リスや子 供への謝 罪の気持 ちをこめ て送った 。ただの 言い訳に なる か も

しれない が、僕が 弱い人間 だったこ とがわか ってもら えるだけ で十分だ 。  

僕の日本 に帰って からの目 的は子供 にこの贈 り物をす ることだ けだった 。それも この 一 ヶ

月だやり 終えて、 僕はもう 生きる意 味を失く した。君 がほしが る地位や 名声を手 に入 れ た

僕が、な ぜ自殺す るのか、 君はこれ を読んで もまだ分 かってい ないかも しれない 。で も こ

れを僕が 生きた証 として誰 かに読ん でほしか った。  

僕にこん なことを 言う権利 はないと わかって いるが、 一目子供 に会いた かった。  

僕は僕と いうもの を見つけ られなか ったけれ ど、僕の 人生は僕 にしかな い劇的な もの だ っ

たようだ 。  

 

 太田豊 太郎  

 

③まとめ  

私は、先 に「舞姫 を最初に 読んだと き、つづ きと結末 が思い浮 かんだ」 と書いた が、 私 の

書いた内 容は初め に思い浮 かんだも のではな い。豊太 郎が自殺 すること や遺書を 遺す ス ト

ーリーは 変わらな いが、最 初は豊太 郎はサイ ゴンの船 で自殺し 、船で書 いた手記 を遺 書 に



するのだ ろうと感 じていた 。しかし 舞姫を読 み込んで いくと、 周りのひ とは豊太 郎を 理 解

しておら ず自分の ことを他 人に遺書 として教 えるとは 考えにく く、相沢 への遺書 だと す れ

ば相沢は 豊太郎の ことをよ く知って いるから もっと簡 単でよい と思う。 だから手 記を 遺 書

にするこ とは考え にくく、 それなら ドイツに いる間に 書いてド イツで自 殺すれば いい 。 だ

から豊太 郎が日本 に帰って きた意味 を加えて 考え直し た。  

次に、豊 太郎自身 の視点と しては詳 しく書け なかった のが、な ぜ相沢に 遺書を遺 した か と

いうこと とエリス が死ぬと いうスト ーリー設 定にした 理由であ る。  

 

・なぜ相 沢に遺書 を遺した か  

 

 豊太郎 は森鴎外 と多くの 共通点を もつ。特 に「舞姫 」のスト ーリーは 鴎外がド イツ に 留

学しそこ でエリー ゼに恋を したが日 本に帰っ てくる、 という過 去によく 似ている 。現 実 で

はエリー ゼは鴎外 を追って 日本に来 るが鴎外 の親族に よってド イツへか えされて しま う 。

私は、鴎 外はそん な親族や それを止 められな かった自 分、また その行為 をさせる 時代 そ の

ものを批 判するた めに舞姫 を書いた のではな いかと思 う。実際 に、舞姫 は時代に そぐ わ な

い若者の 話であり ながら多 くの人に 受け入れ られた。 鴎外は豊 太郎（自 分）のよ うな 人 物

でも人を ひきつけ ることが できると か、自分 は時代か らは批判 されるよ うな恋を した け れ

ど世の中 に認めら れる作品 を書ける という点 で時代を 批判した のだとお もう。  

だから私 は時代の 象徴とも 言える相 沢に、豊 太郎から の憎しみ を伝える ことで、 鴎外 自 身

の時代を 批判する 気持ちを 表せるの ではない かと思い 、相沢へ 遺書を書 いた。  

 

・エリス が死ぬと いうスト ーリーに した理由  

 

 相沢へ 辞書を遺 した理由 で書いた 通り、こ の遺書は 鴎外自身 が自分や 自分の行 動の 背 景

にある時 代を批判 したと設 定したい 。エリス は死ぬ設 定にしな くても豊 太郎が自 殺す る こ

とに変わ りはない が、エリ スは死ぬ ほうが自 分（豊太 郎）や時 代（相沢 ）への恨 みを よ り

強めるこ とができ るので、 エリスが 死ぬ設定 にした。  


